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全国 IHに優勝して

私には、苦い経験グあります。それは、昨年め
二重 IHで 予選で失格 したことです。45度の投て
き範囲からはずれてしまい、力を発輝することが
できませんでした。それ以後、 1年間、グライド
の
督
習、また)投て き範囲 を30度 に狭めての投げ

込みと、私自身必死の思 いで練習 しました。そし

て、今年の学徒大会で、初めて13mラ インを越 え

たことは、大 きな自信 となりました。

いよいよ本番の久留米IHです。昨年の失敗を
2度 と繰 り返すまいと、自分にいぃきかせヾ予選
にのぞみました:予選では、只 1人 12■ 台を投げ
たので、心の中で、「優勝できるかも」と思いま
した。そして決勝です。 しかし、思 うょぅに砲丸
がとんでくれません。四投目迄に12m46で 2位で
した。「今年 |ダメか」と、不安な気持ちになっ

|が、私は今迄、5～ 6投 目に良ぃ言d録を出して
いるので、「 きっと出る」と信 じてぃました。 5投
目に入 る前、曖 た生に呼ばれ、気合いを入れて

もらぃ、つぃに、13m22が出ました。「ゃったぁ
中学め放送陸上 についで、 2度 目の月本 二ですも

,れ も、先生をはじも載 南嵩稜陣上部の先輩ゃ
後輩のおかげです。

来年は、地元、上尾での関東大会 (3連勝)、
そして東京I事 ではヾ 2連勝を目ざして頑張 りま
す。       ヽ
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